
人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
期
間

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日

問
合
先　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
売
買
春
な
ど
の
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
し
て

「
第
２
次
い
ず
み
さ
の
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
（
第
２
次
人
ひ
と
プ
ラ
ン
）」

の
基
本
目
標
に
「
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の

排
除
」
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
か
ら
、
女
性
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
人
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
女
性
に
対
す

る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
】

　

紫
色
の
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る
こ

と
で
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
へ
の
賛
同

を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
暴
力
の

下
に
身
を
置
い
て
い
る
人
々
に
対
し

て「
あ
な
た
は
一
人
で
は
な
い
よ
！
」

と
励
ま
す
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
も
な

り
ま
す
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
リ
ー
ス

制
作
活
動
へ
の
参
加
者
募
集
！
】

　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は

泉
佐
野
市
人
権
対
策
本
部
の
男
女
共

同
参
画
部
会
や
い
ず
み
さ
の
女
性

セ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（IW

N

）

の
協
力
で
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
リ
ー

ス
を
制
作
し
ま
す
。
パ
ー
プ
ル
リ
ボ

ン
運
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
13
日
㈫ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
崎
澄
子
さ
ん

（
ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
師
）

申
込　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

※
受
講
無
料

【
一
人
で
悩
ま
な
い
で
！
】

　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
曜

日
（
第
５
週
、
祝
日
除
く
）
に
実
施

し
て
い
る
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
名
前
を
伺
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
４
６
９・７
４
０
２

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
（
通
話
料

の
み
本
人
負
担
）

　人権擁護委員が
法務大臣表彰を受賞

　10月22日、法務省で開催された法務大
臣表彰式において、当市の人権擁護委員で
ある枡谷昌子さんが、法務大臣表彰を受賞
しました。枡谷さんは、平成19年人権擁
護委員に委嘱され、人権相談や人権啓発活
動に広く積極的に従事するなど、地域にお
ける人権擁護活動に永年努められました。
問合先　人権推進課 

第
66
回
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

日
時　

12
月
９
日
㈰ 

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー 

小

ホ
ー
ル
（
大
阪
市
阿
倍
野
区
阿
倍
野

筋
４
丁
目
19
番
１
１
８
号
）

内
容

●
表
彰
式
…
賞
状
・
副
賞
の
授
与
、

最
優
秀
賞
受
賞
者
本
人
に
よ
る
作
文

朗
読
ほ
か

●
中
学
生
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

…
大
阪
府
内
の
中
学
生
に
よ
る
吹
奏

楽
演
奏
お
よ
び
合
唱

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

問
合
先　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三
課

（
☎
06
・
６
９
４
２・
９
４
９
２
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料 

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
再
び

平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解

と
支
援
が
大
切
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
を
思
い
や
る
社
会

へ
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

事
件
・
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た

人
へ
の
相
談
、
付
添
い
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
・
支
援
は

す
べ
て
無
料
で
す
。（
秘
密
厳
守
）

●
相
談
電
話

☎
06
・
６
７
７
４
・
６
３
６
５

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
７
８
３
・
５
５
４

年
末
年
始
を
除
く
午
前
７
時
30
分
〜

午
後
10
時 

※
相
談
電
話
稼
働
中
は
同
電
話
に
自

動
接
続

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ovsac.jp/

主
催　

大
阪
府
公
安
委
員
会
認
定
犯

罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団
体 

認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

大
阪
被
害
者
支
援
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

人
権
推
進
課 
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　　　　　　　　　　　　　　12月4日～10日は人権週間です
泉佐野市人権のつどい

開催日　12月1日㈯
場所　エブノ泉の森 小ホール
時間・内容
●式典…午後1時30分～1時50分
●音楽のつどい…午後1時50分～2時50分
「～よみ うたい～ ビルマの竪琴 音楽による和解」
●発表のつどい…午後3時～4時
「小・中学生人権作品表彰式と優秀作品の発表」
主催　泉佐野市人権を守る市民の会、泉佐野市、泉佐野市教育委員会、公益社団法人 泉佐野市人権協会
問合先　人権推進課
※申込不要、入場無料、手話通訳あり。一時保育（1歳～就学前）あり、希望者は11月22日㈭までに申込要

広　

告

広

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
株式会社 宣成社（☎ 06-6222-6888）へ

●歌（ソプラノ）
髙野久美子さん…東京芸術大学声楽
科卒業。東京オペラプロデュース公
演「蝶々夫人」のタイトルロールで
デビュー。「椿
姫」「ラ・ボエー
ム」「トスカ」
など数々のオペ
ラ公演で主演。
海外でも活躍し
ている。

●ピアノ
浜野千津さん…京都市立芸術大学音
楽学部卒業。1996年MTNA（全米
音楽家協会）コンクールに優勝し、
受賞コンサート
を米国各地で行
う国内外のオー
ケストラや室内
楽の多くのアー
ティストと共演
している。 

●朗読・歌・リラ(竪琴)演奏
田中あつ子さん…東京音楽大学音
楽学科卒業。NHK教育テレビ「ふ
えはうたう」の歌のおねえさんで
デビュー。コン
サートや司会、
ラジオ、CMソ
ングなどで幅広
く活躍中。

「～よみ うたい～ ビルマの竪琴 音楽による和解」…竹山道雄の小説「ビルマの竪琴」は、市川昆監督によ
り1956年と1985年の2回映画化され、中井貴一が演じた主人公の水島上等兵の姿をイメージされる人も多
いと思います。今回は、朗読のために新たに脚本、構成を変え、叙情溢れる語りと「埴生の宿」や「アヴェ・
マリア」「庭の千草」などの名曲を物語に織り交ぜ、感動的に綴ります。戦争の愚かさ、平和の大切さを共
に考えてみませんか。平和を願うメッセージは、今もなお色褪せることなく時代や世代を越え、作品の中に
生きています。

キャスト　　　　　　　　　　
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